
オンライン診療のさらなる活⽤に向けて



2

● 設⽴趣旨
医療‧ヘルスケア事業に関する国内外の企業、諸団体、関係省庁等との情報交換及び連携、
協⼒のための活動を通じて、オープンイノベーションを促進させることにより、⽇本の医療‧
ヘルスケア市場の活性化及び世界の医療‧ヘルスケア業界におけるプレゼンス向上に貢献する
こと

● 役員
理事⻑：和⽥裕、副理事⻑：⼭本隆太郎、松尾尚英
理事：阿部吉倫、⼩川智也、落合孝⽂、加藤浩晃、坂野哲平、提橋由幾、原聖吾、

坂野嘉郎、藤原選、物部真⼀郎

● 活動内容
セミナー‧シンポジウム‧分科会の開催、定例会‧総会の開催
⾏政機関‧関係団体との意⾒交換会‧勉強会

● 現在の分科会
オンライン診療、医療機器、⼈⼯知能、PHR

WEB https://jmva.or.jp
Mail info@jmva.or.jp

70社ほどの医療機器ベンチャー、医療ITベンチャー、起業家、医療者からなる業界団体

■協会紹介
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■⽬次

1. オンライン診療の概況
2. オンライン診療に関する要望

3. 参考資料

1. 要望の概要
2. 精神科
3. ⼩児
4. 外来管理加算



オンライン診療の利⽤意向は利⽤経験の有無で差があり、
未経験者では5割、利⽤経験者は8割が再度の利⽤意向を⽰している

出典：デロイトトーマツ「オンライン診療や薬局によるオンライン服薬指導の認知‧利⽤状況に関する調査結果」を元にJMVA作成

30%

47%

24%

34%

46%

19%

未経験者

経験者

コロナに関係なく使いたい コロナの不安がある間だけ、使いたい コロナに関係なく使いたくない

n=1243

n=200

オンライン診療の利⽤意向
（n=1443、20歳以上の男⼥を対象としたアンケート調査、2022年5⽉実施）

オンライン診療の概況
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別の調査でも、オンライン診療の利⽤経験者の約8割が継続利⽤意向を⽰した

出典：株式会社メドレー「⽣活に⾝近なオンラインサービス及びオンライン診療に関する意識調査」を元にJMVA作成

今後は利⽤したいとは
思わない
15.9%

今後も利⽤したいと
思っている
84.1%

オンライン診療の利⽤意向
（n=82、20歳以上の3⼤都市圏⽣活者かつオンライン診療の利⽤経験がある⽅）

オンライン診療の概況
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オンライン診療に関する要望の概要

⑴ 精神科診療時のオンライン診療における要望
• 令和6年度診療報酬改定で、オンライン診療時も現⾏の通院‧在宅精神療法（例:330

点）の約9割（例:287点）を算定できるようにすべき

⑵ ⼩児科診療時のオンライン診療における要望
• 令和6年度診療報酬改定で、オンライン診療時も現⾏の⼩児科外来診療料（例:406点）

や⼩児かかりつけ診療料（例:448点）の約9割（例:353点∕390点） を算定できるよう
にすべき

⑶ 外来管理加算に関する要望
• オンライン診療時も現⾏の外来管理加算（52点）と同等の点数を算定できるようにす

べき
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⑴ 精神科診療時のオンライン診療における要望

• 新型コロナウイルス感染症流⾏前は、オンライン診療における診療報酬の算定対象が厳しく限定
されていたが、流⾏後に特例措置として疾患の制限なく算定が可能となった

• 令和4年度診療報酬改定では、これまでより多くの診療科において医学管理料の算定が可能となっ
たが、精神科に関する管理料（通院‧在宅精神療法）は除外された

• ⼀⽅、海外では精神科においてオンライン診療が活⽤されている実態が報告されている
• 問診が中⼼となることの多い精神科診療は、オンライン診療との親和性が⾼いと考えられるが、
本邦ではオンライン診療時には通院‧在宅精神療法の算定が認められておらず、関連する加算も
ないため、対⾯診療時との診療報酬の差が⼤きい

• さらに、新型コロナウイルスに対する診療報酬上の特例措置が7⽉末に廃⽌となり、多くの診療科
で令和4年度診療報酬への移⾏が可能な中、算定可能な精神科の加算が無くなった

• 精神科においては他診療科よりも⼤きな⾃⼰負担⾦を徴収する傾向にあり、患者負担増によって
精神科でオンライン診療へのアクセスが損なわれる可能性がある

• 病状や⼼理的な要因から、外出を伴う通院が困難となりやすい疾患特性をふまえると、患者にと
って精神科医療機関へのオンラインでの医療アクセスの機会を確保することは重要

背景

令和6年度診療報酬改定において、令和4年診療報酬改定に倣い、オンライン診療時も現⾏の通院‧在
宅精神療法（例:330点）の約9割（例:287点）を算定できるようにすべき

提⾔
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オンライン診療時の診療報酬は対⾯時の3割程度にとどまる

出典：JMVA作成

【算定例】
精神保健指定医が、⼊院歴のない成⼈患者に5〜30分診察（再診）し、院外処⽅した場合

精神科診療時のオンライン診療における要望
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医療機関を対象とした調査では、精神科はオンライン診療を活⽤可能と
する患者の割合が⾼いという回答の割合が他科と⽐較して多かった

93.2%

4.5%精神科 その他の
診療科

0〜10% 7 120

10〜20% 2 88

20〜50% 9 27

50%以上 3 19

計 21 254

回答割合回答数

33.3%
47.2%

9.5%

34.6%42.9%

10.6%
14.3% 7.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

精神科 その他の診療科

50%以上

20〜50%

10〜20%

0〜10%

出典：JMVA「オンライン診療と診療報酬についての実態調査」,  2023年

精神科診療時のオンライン診療における要望
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Q2 Q1で選択された診療科について、⼀般的に、オンライン診療を活⽤できそうな患者の割合はどの程度です
か？貴院での診療状況ではなく、診療科の⼀般的なイメージでご回答ください



90.5%

45.7%

4.8%

39.4%

4.8%
11.4%
2.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

精神科 その他の診療科

わからない

かなり⾼い

やや⾼い

相応である

やや低い

かなり低い

オンライン診療時の診療報酬を「かなり低い」と回答した割合が
精神科においては9割にのぼる

回答割合回答数

精神科 その他の
診療科

かなり低い 19 116

やや低い 1 100

相応である 1 29

やや⾼い 0 0

かなり⾼い 0 2

わからない 0 7

計 21 254

出典：JMVA「オンライン診療と診療報酬についての実態調査」 ,  2023年 10

Q3 Q1で選択された診療科について、オンライン診療を実施した時の保険診療における診療報酬については、ど
のように評価していますか？



93.2%

4.5%
回答割合回答数

精神科 その他の
診療科

500円未満 1 32

500円以上
1000円未満 5 104

1000円以上
1500円未満 0 17

1500円以上
2000円未満 3 5

2000円以上 8 0

計 17 158

精神科は他診療科と⽐べて多くの保険外負担⾦を徴収しており
2000円以上を設定している診療科は精神科のみであった

11.1%
20.3%

27.8%

65.8%

10.8%

16.7%

3.2%

44.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

精神科 その他の診療科

2000円以上

1500円以上2000円

未満
1000円以上1500円

未満
500円以上1000円

未満
500円未満

出典：JMVA「オンライン診療と診療報酬についての実態調査」 ,  2023年

精神科診療時のオンライン診療における要望
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Q6 徴収する保険外負担金の設定金額を教えてください。（複数設定ある場合は、より高額な方を選択してくださ
い。）



⑵ ⼩児科診療時のオンライン診療における要望

• 新型コロナウイルス感染症流⾏前は、オンライン診療における診療報酬の算定対象が厳しく限定され
ていたが、流⾏後に特例措置として疾患の制限なく算定が可能となった

• 令和4年度診療報酬改定ではこれまでより多くの医学管理料算定が可能となったが、⼩児科外来診療料
と⼩児かかりつけ診療料は対象外となった

• ⼦どもを病院に連れていくことは保護者にとって⼤きな負担であり、オンライン診療は通院負担を軽
減する。加えて、⼦どもにとって⾃宅での診療の⽅がリラックスできる点からも相性が良い

• ⼦どもへのオンライン診療提供は医療アクセス確保のみならず⼦育て⽀援の観点からも重要
• ⼩児科外来診療料‧⼩児かかりつけ診療を算定する医療機関においては、対⾯診療時との診療報酬の

差が⼤きい
• さらに、新型コロナウイルスに対する診療報酬上の特例措置が7⽉末に廃⽌となり、令和4年度診療報
酬に移⾏できる管理料がないため、算定可能な診療報酬は⼤幅に低下した

• 患者のために⼀部の医療機関は対応しているものの、他診療科と⽐較し診療報酬上の扱いが低いこと
から、他診療科と⽐較し⼩児医療における医療アクセスが制限される可能性がある

背景

令和6年度診療報酬改定で、令和4年度診療報酬改定に倣い、オンライン診療時も現⾏の⼩児科外来診療料
(例:406点)‧⼩児かかりつけ診療料(例:448点)の約9割(例:353点/390点) を算定できるようにすべき

提⾔
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オンライン診療時の診療報酬は対⾯時の3割程度にとどまる

出典：JMVA作成

【算定例】
⼩児科標榜の医療機関において、6歳未満の乳幼児を診察（再診）し、院外処⽅した場合

⼩児科診療時のオンライン診療における要望
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⑶ 外来管理加算に関する要望

出典：https://www.mhlw.go.jp/shingi/2007/11/dl/s1102-3h.pdf より抜粋

対⾯診療と同等の医療提供が可能な場合においては、オンライン診療時も現⾏の外来管理加算(52点)
と同等の点数を算定できるようにすべき

提⾔

• 外来管理加算は「⼀定の処置や検査等を必要としない患者に対して、懇切丁寧な説明や計画的な
医学管理等といった医療⾏為を⾏うことを包括的に評価したものであり、⼀定の処置や検査等を
実施せずに計画的な医学管理を⾏なった場合に算定できる」と定められており、現在幅広い診療
科の再診時に算定されている。

• 現在は対⾯診療を前提とした加算となっており、本来の趣旨に沿うはずのオンライン診療時に算
定できない。

背景
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外来管理加算を算定できないことにより
オンライン診療時の診療報酬は対⾯時の7割程度にとどまる

出典：JMVA作成

【算定例】
診療所において計画的な医学管理のもと、処置‧リハビリ等を⾏わず診察（再診）し、院外
処⽅した場合

外来管理加算に関する要望
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実際の診療の現場において、外来管理加算を算定している診療内容は
オンライン診療でも⼗分に対応可能と考えられる

産婦⼈科領域においてエコーを含めた検査が毎回
必須であるわけではなく、問診‧処⽅のみの場合
はオンライン診療でも同等の医療提供は可能であ
り、オンライン診療で外来管理加算が取れないと
いうのは不思議

再診料とセットで、基本的な診療料として算定し
ている。オンラインであっても喉の画像を映して
いただいたり、⽪膚や体の動きを⾒るなど、視診
等による⾝体診察をしている。

対⾯診療において聴診器を持っていない医者
は外来管理加算を取れないか、というとそう
ではないので、オンライン診療において外来
管理加算が取れないというのは不合理

東京都‧産婦⼈科

神奈川県‧内科

東京都‧内科

出典：JMVAによる医師ヒアリング

外来管理加算に関する要望
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■参考資料

1. オンライン診療に関する診療報酬について
2. JMVA「オンライン診療と診療報酬についての実態調査」
3. オンライン診療の利⽤状況調査結果（オンライン診療ベンダー5社共同
アンケート）



令和4年度診療報酬改定において情報通信機器を⽤いた場合の管理料等が
⾒直され、⼀律100点から対⾯診療時の87%程度の算定が可能となった

出典：厚⽣労働省 令和4年度診療報酬改定の概要より

オンライン診療に関する診療報酬について
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令和4年度診療報酬改定において、精神医療における情報通信を⽤いた
医学管理等に係る評価は⾒直しの対象外とされた

出典：中央社会保険医療協議会協議会 総会（第513回）「個別改定項⽬（その1）について総-2」資料より

オンライン診療に関する診療報酬について
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国内外の精神科オンライン診療に対する報酬に関する調査研究において
⽇本及び中国⼀部地域を除く地域において対⾯と同等以上の報酬であった

出典： Kinoshita S et al (2020). Changes in telepsychiatry regulations during the COVID-19 pandemic: 17 countries and regions’ approaches to an 
evolving healthcare landscape. Psychological Medicine 1‒8. https:// doi.org/10.1017/S0033291720004584 

オンライン診療に関する診療報酬について
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Q1 貴院での主たる診療科を選択してください（複数該当する場合、最も⽐重の⾼い診療
科を１つ選択してください）

オンライン診療と診療報酬についての実態調査

• 実施主体：⽇本医療ベンチャー協会（MICIN、メドレー、 MRT）
• 調査対象：上記オンライン診療ベンダー3社のいずれかと契約している医療機関
• 背景：R4年診療報酬改定により、オンライン診療時の診療報酬の在り⽅は⼤幅に⾒直

された。しかし、依然、対⾯診療と⽐較して点数が厳しいという声は散⾒され、診療
科により偏りが⾒られる

• ⽬的：診療科による診療報酬に対する意識や状況の相違について、現状を把握する
• 実施期間：2023年9⽉22⽇~10⽉2⽇
• 回答総数：275
• 調査⽅法：インターネット調査

精神科 その他の診療科 総数

21 254 275
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診療科 回答数
精神科 21
⼩児科 25

内科総数 131
⼀般内科 99

消化器内科 12
循環器内科 6
糖尿病内科 6
呼吸器内科 4
脳神経内科 2

腎臓内科 1
⼼療内科 1

外科総数 9
乳腺外科 6
外科 3

診療科 回答数
産婦⼈科 32

⽿⿐咽喉科 14
⽪膚科 12

脳神経外科 10
整形外科 7
泌尿器科 3

リハビリテーション科 2
放射線科 2

⿇酔科 2
形成外科 1
美容外科 1

眼科 1
救急科 1

アレルギー科 1

回答者の診療科内訳は以下の通りであった

オンライン診療と診療報酬についての実態調査
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Q2 Q1で選択された診療科について、⼀般的に、オンライン診療を活⽤できそうな患者の割合はどの程度
ですか？貴院での診療状況ではなく、診療科の⼀般的なイメージでご回答ください。

オンライン診療を活⽤できそうな患者の割合について、精神科は他の診療科に
⽐較して「20％〜50%以上」「50%以上」という回答の割合が⾼かった

オンライン診療と診療報酬についての実態調査

93.2%

4.5%精神科 その他の
診療科

0〜10% 7 120

10〜20% 2 88

20〜50% 9 27

50%以上 3 19

計 21 254

回答割合回答数

33.3%
47.2%

9.5%

34.6%42.9%

10.6%
14.3% 7.5%
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23



90.5%

45.7%

4.8%

39.4%

4.8%
11.4%
2.8%

0%

20%

40%
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80%

100%

精神科 その他の診療科

わからない

かなり⾼い

やや⾼い

相応である

やや低い

かなり低い

Q3 Q1で選択された診療科について、オンライン診療を実施した時の保険診療における診療報酬
については、どのように評価していますか？

オンライン診療を実施した時の診療報酬について、精神科はその他の診療科に
⽐較して、「かなり低い」という回答の割合が⾼かった

オンライン診療と診療報酬についての実態調査

4.5%

93.2%

4.5%
回答割合回答数

精神科 その他の
診療科

かなり低い 19 116

やや低い 1 100

相応である 1 29

やや⾼い 0 0

かなり⾼い 0 2

わからない 0 7

計 21 254
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Q4 貴院では保険診療でのオンライン診療を実施していますか？

4.5%精神科 その他の診療科 計

実施している 19 (90.5%） 203 (79.9%） 222

実施していない 2 (9.5%） 51 (20.1%） 53

調査対象医療機関の80%が保険診療を実施しており
そのうち79%が保険外負担⾦を徴収していた

Q5 オンライン診療実施時に、患者同意のもと、通話料等の保険外負担⾦を徴収していますか？

4.5%

精神科 その他の診療科 計

実施している 17（89.5%） 158 (77.8%） 175

実施していない 2（10.5%） 45  (22.2%） 47

保険診療を実施していると回答した175例のみQ6に進んでいただいた

オンライン診療と診療報酬についての実態調査
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Q6 徴収する保険外負担⾦の設定⾦額を教えてください。
（複数設定ある場合は、より⾼額な⽅を選択してください。）

保険外負担⾦を徴収している医療機関において、その徴収額は精神科において
⾼い傾向にあり、2000円以上を設定している診療科は精神科のみであった

オンライン診療と診療報酬についての実態調査

93.2%

4.5%
回答割合回答数

精神科 その他の
診療科

500円未満 1 32

500円以上
1000円未満 5 104

1000円以上
1500円未満 0 17

1500円以上
2000円未満 3 5

2000円以上 8 0

計 17 158

11.1%
20.3%

27.8%

65.8%

10.8%

16.7%

3.2%

44.4%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

精神科 その他の診療科

2000円以上

1500円以上2000円

未満
1000円以上1500円

未満
500円以上1000円

未満
500円未満
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4.5%

結果と考察

• 診療科ごとの検討では、精神科を除き、各問の解答に著しい偏りはみら
れなかった

• 「精神科」と「その他の診療科」との２群において検討した
• 回答数の偏りはあるものの、精神科においては、他の診療科に⽐較して、
オンライン診療時の診療報酬点数が低いと感じている解答が多く⾒られ
た

• 同時に、任意で設定される保険外負担⾦（療養の給付と直接関係ないサ
ービス等の費⽤）の額がその他の診療科よりも⾼い傾向が認められた

• 患者負担額が⼤きくなることにより、本来オンライン診療の適応がある
精神科通院患者において、費⽤がハードルとなって受診できない可能性
も考えられる

オンライン診療と診療報酬についての実態調査
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• 実施主体：オンライン診療ベンダー5社(インテグリティヘルスケア、 MICIN、メドレ
ー、 MRT、 LINEヘルスケア) 

• 調査対象：上記オンライン診療ベンダーと契約している医療機関
• 実施期間:2022年10⽉11⽇〜10⽉24⽇
• 回答総数：528
• 調査⽅法：インターネット調査(⼀部電話調査) 

オンライン診療の利⽤状況結果調査
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